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１ 建設計画 

(1) 本村の義務教育諸学校である赤小学校・赤小学校上赤分校・赤中学校の３

校を施設一体型小中一貫校として整備する。 

(2) 仮校舎は設置せず、既存施設での学校運営と並行した計画とする。 

(3) 既存施設の取り扱いについては別添資料１「赤村立小中一貫型学校建設事

業の基本構想」（以下「基本構想」という。）に基づく。 

 

 

２ 新校舎建設地 

(1) 敷地地番： 福岡県田川郡赤村大字赤 4578-2他 

（現在の中学校屋外運動場） 

(2) 敷地面積： 約 12,000m2 

(3) 位置図・敷地地形図・既存施設平面図： 別添資料２・３・４を参照 

 

 

３ 新校舎の規模及び概算工事費 

(1) 延床面積   約 6,000m2 

(2) 構造     RC造 

(3) 階層     ３階建て 

(4) 概算工事費  約 2,900,000千円（税込） 

※ 新校舎建築・外構工事・既存施設改修・敷地造成・旧 

校舎解体撤去に係る工事費 

 

 

４ 用途地域・地区及び敷地周辺状況 

(1) 用途地域・地区指定 

 都市計画区域［外］ 用途地域［指定なし］ 

 市街化区域［外］ 

 土砂災害警戒区域等［指定なし］ 

 その他地域［なし］ 

 

(2) 周辺条件 

 電気 引き込み可 

 電話 引き込み可 

 水道 引き込み可（簡易水道） 

 汚水 合併処理浄化槽 

 ガス 液化石油ガス 

 

(3) 道路状況  南側：県道行橋添田線に隣接 
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５ 新校舎の整備コンセプトと方針 

基本構想を参照。以下抜粋。 

 

  整備コンセプト 

『 新しい時代に向け 地域とともにある学校 』 

『 子どもの可能性を広げ やさしく たくましい子を育てる学校 』 

 

 

  方針１ 多様な学習に対応し、９年間を見通した施設整備 

◇ICT設備の充実 ◇フレキシビリティの確保 

◇多目的・異学年交流スペースの充実 

◇学年段階の区切りに対応した空間構成や施設機能 

 

  方針２ 地域に開かれ、故郷に誇りを持てる学校 

      ◇地域住民の利用を考慮した配置計画 ◇図書館の複合化 

      ◇学校と地域の交流につながる施設整備 

       

  方針３ 自然を慈しむ心を育む、環境に配慮した学校 

      ◇省エネ、創エネ、環境教育設備の整備 

       

  方針４ 日々の生活でたくましさを身につける学校 

      ◇屋内外に体力向上を目的とした遊具、設備の整備 

      ◇「歩き」を重視した空間構成 

       

  方針５ 教職員が「チーム学校」として一丸となれる執務環境の整備 

      ◇休憩、情報交換のできるラウンジの設置 

      ◇教材の製作や打合せのための共用空間の整備 

       

 

６ 建物配置及び動線計画 

基本構想を参照。ただし、整備コンセプトと方針に矛盾せず、かつ以下の事項

を満たしていればこの限りでない。 

 

(1) 児童生徒と車両動線を明確に分離する。 

(2) 新校舎から各学校施設への移動が児童生徒の精神的負担にならないこと。 

(3) 中学校屋外運動場の面積を 200m トラックが入り、かつ運動会等の行事が

行える十分な広さとする。 
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７ 諸室計画 

 別紙１「小中一貫型赤小学校・赤中学校 必要教室等の一覧」を参照。その他

特筆事項について以下に示す。 

 

(1) 普通教室や特別教室等の授業を行う空間については特に自然換気、自然採

光を重視した計画とする。 

(2) 小学校の学級園は、普通教室及び特別支援学級からそれぞれ移動しやすい

配置とする。 

(3) 給食を普通教室で食べる場合、共同給食センター内ランチルームで食べる

場合、どちらでも運用可能なように動線を計画する。 

(4) 新校舎の配置は中学校屋外運動場を主たる敷地としているため、小学校屋

外運動場とは高低差が生じることとなる。このため、普通教室から屋外運

動場へ容易に移動できるような配置計画とする。 

 

 

８ その他の整備対象施設 

(1) 屋内運動場 

 既存の中学校屋内運動場を小中一貫校のものとして使用するので劣化

状況を鑑み、屋根の抜本的な改修と空調設備を設置する。 

 

(2) 屋外運動場 

 既存の中学校屋外運動場に新校舎を建築するため、一体的に屋外運動

場を改修する。主に雨水排水処理と舗装改修を予定。 

 

(3) 駐車場及び駐輪場 

 既存の中学校校舎を解体後、駐車場を整備する。中学校屋内運動場横

の既存の駐車場を含めて来客用５０台、教職員用４５台を確保する。 

 児童生徒用の駐輪場は、駐車場とは別の場所に２０台を確保し、自動

車と動線を分離する計画とする。 

 

 

９ 施工条件 

 仮校舎は設置せず、既存施設での学校運営と並行した計画となること、また、

既存校舎に近接して工事を行うことが予想されることから、安全対策はもとよ

り騒音・振動対策を可能な限り講じることとする。 

 

 

※ 提案の柔軟性について 

 「６ 建物配置及び動線計画」で少し触れたが、整備コンセプトと方針に矛盾
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せず、合理性が担保されていれば本書の事項全てに準ずる必要はない。ただし、

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令を参照のこと。 
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別紙１ 〇小中一貫型赤小学校・赤中学校 必要教室等の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（面積単位：m2）

種　別 細　目 数量
単位
面積 面積 数量

単位
面積 面積 階層 配置や動線に関する事項 摘　要

普通教室
チャイム等の運用の関係上、小学校と中学校の階層を分ける
などしてエリアを分断した配置とする

普通教室 4 70 280 3 70 210 小学校低学年、中学年、高学年はそれぞれ近い配置とする
教室内に手洗い場を設ける

普通教室（低学年） 2 80 160 1階
パーティションで区切れるようにする
（最小単位面積25m2を想定）

特別支援学級 2 50 100 2 50 100 1階
中学校は普通教室内に併設
小学校は普通教室付近に配置、3クラスにつき1箇所を共用

更衣室 2 50 100 3 30 90 する

特別教室　　※準備室は上段表記
準備室は共用

1 35 35
理科教室 1 90 90 1 90 90

楽器等の搬入出がしやすいように1階あるいはエレベーター付 共用
1 50 50 近の配置が望ましい。

音楽教室 1 90 90

1 35 35
美術教室 1 90 90

1 35 35
図画工作教室 1 90 90

1 35 35
技術教室 1 120 120 1階

共用
1 35 35

家庭教室（調理） 1 90 90
共用
準備室を調理室と共用にする

家庭教室（被服） 1 90 90
校舎と別棟とするかまたは一般利用者が校舎の他の場所に 共用。また、住民に開放し村の図書館と複合化する
行けないような造りにする ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教室を内包しﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰとして整備

図書室（館） 1 400 400 1階 準備室及び司書の休憩室含む
小学校高学年の普通教室の近くが望ましい

児童会室 1 40 40

生徒会室 1 40 40

小学校 中学校
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利用する児童生徒が他の児童生徒に見られないように外から 共用
入るなどの配慮した計画とする。

教育相談室① 1 20 20 1階
共用

教育相談室② 2 12 24 2・3階

進路資料・指導室 1 20 20 1階

多目的教室及び
少人数授業用教室

共用
パーティションで区切れるようにする

多目的教室 1 180 180
普通教室付近に配置 多目的スペースと兼ねる
小学校については普通教室の間が望ましい

少人数授業用教室 3 40 120 3 40 120

保健・衛生施設
屋外運動場に面し、職員室の近くとする。 内部に専用の多目的トイレ、シャワー室、洗濯スペースを
緊急車両が横付けできる造りが望ましい。 共用で設ける。

保健室 1 50 50 1 50 50 1階
1箇所につき1つ多目的トイレを内包

トイレ（児童生徒用） 2 64 128 1 64 64
共用

特別支援学級用
多目的トイレ 1 4 4

教職員関連施設
職員室の両端に小・中学校分けて配置

校長室 1 24 24 1 24 24 1階
職員室から屋外運動場が見える配置とする 共用

小学校エリアと中学校エリアに分ける
職員室 1 200 200 1階

校舎玄関に併設 共用

事務室 1 30 30 1階
職員室付近に配置

会議室 1 50 50 1 50 50 1階
職員室付近に配置 共用

応接室 1 36 36 1階

（面積単位：m2）

種　別 細　目 数量
単位
面積 面積 数量

単位
面積 面積 階層 配置や動線に関する事項 摘　要

小学校 中学校
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職員室付近に配置 共用

印刷室 1 40 40 1階

倉庫 2 50 100 2 50 100
1つを特別支援学級の付近に配置する

教材庫 3 50 150 1 50 50
職員室付近に配置 共用

公文書保管用（５年分）
書庫 1 10 10 1階

職員室付近に配置 共用

更衣室 1 40 40 1階
更衣室内に併設 共用

休憩室 1 40 40 1階
職員室内に併設 共用
小学校エリアと中学校エリアの中間に配置する 給湯室含む

ラウンジ 1 70 70 1階 授業等の準備をする作業スペースを内包させる
共用
スタジオは必要ない

放送室 1 20 20 1階
共用
多目的トイレを1つ内包

トイレ（職員用） 1 48 48 1階
共用

用務員室 1 12 12 1階
用務員室付近に配置 共用

シャワー室 1 8 8 1階

その他
図書室（館）付近に配置 共用

地域・
学校連携施設 1 70 70

図書室（館）付近に配置 共用
多目的トイレを1つ内包

トイレ（一般客用） 1 48 48
共用
かご内法2000×1750mm程度　定員24人

エレベーター 1 10 10 給食搬入用に使用できるサイズ

計 3,077 1,428 合計　4,505m2

（面積単位：m2）

種　別 細　目 数量
単位
面積 面積 数量

単位
面積 面積 階層 配置や動線に関する事項 摘　要

小学校 中学校


